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お知らせ 

本部行事 

 

●第58回研究発表会及び現地見学会（熊本県熊本市: KKRホテル熊本、8/20-8/23) 

 参加申込：令和元年5月8日（水）～令和元年7月22日（月）まで 

 発表申込：令和元年5月8日（水）正午～令和元年6月3日（月）まで 

 

●シンポジウム（東京都：一橋大学一橋講堂、6/14) 

 テーマ：多発する斜面災害の減災・防災に向けた新技術の活用 

 

支部行事 

 

今後、現地検討会等を次の通り予定しております。 

 詳細情報は、決まり次第、学会メーリングリストで連絡するほか、関東支部ホームペー

ジに掲載します。 

 

区分 時期 場所 備考 

第１回現地検討会 7 月頃 山梨県 御勅使川の砂防・治水の歴史 

第２回現地検討会 10 月頃 山梨県 山梨県内の地すべり 

共催事業 未定 未定 斜面協会との共催事業 

若手対策 未定 未定 若手向け見学会、講習会 

 

 



 

令和元年度 

公益社団法人日本地すべり学会関東支部 

総会次第 
日時：令和元年 5 月 10 日（金）11:00 12:00 
場所：東京大学工学部 武田先端知ホール（東京都） 

 
１． 開会 
２． 挨拶 関東 部  櫻井正明 
３． 来賓紹介・挨拶 

 般社団法 斜 防災対策技術協会関東 部  上野雄一 殿 
４． 議事 

４ １．議 選任 
４ ２．議案 
 第 1 号議案 事業報告及び決算の承認に関する件 
  第２号議案 関東支部運営内規の改訂に関する件 
４ ３．報告 
 報告１ 運営委員・幹事の退任・選任に関する報告 

報告 2 令和２年度研究発表会に関する報告 
 報告 3 令和元年度事業計画・予算に関する報告 
４ ４．その他 

５． 閉会 
 
【参考】関東支部会員数 

基準日 議決権を持つ支部会員数 総会の定数 
基準日におけ
る支部会員 

基準日以降に支部に所属し
た正会員(個人)：総会出席者 

平成 31 年 3 月 31 日 ① 458 名 ② 4 名 (① ＋②)/5 ＝ 93 名 
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第１号議案  事業報告及び決算の承認に関する件 

 
1. 平成 30 年度事業報告 

(1)総会 

平成 30 年 5 月 7 日(月)11:00～12:00 

東京大学武田先端知ビル 武田先端知ホール（東京都） 

出席者数 39 名 委任状数 94 名 計 133 名（定足数 85 名以上） 

 

(2)シンポジウム 

平成 30 年 5 月 7 日(月)12:45～16:45 

東京大学武田先端知ビル 武田先端知ホール（東京都） 

参加者：145 名 

シンポジウム「地形・地質からみた関東の地すべり」 

・関東の地質と斜面災害             稲垣秀輝(株式会社環境地質) 

・空から見る関東の地すべり地形        井口隆(防災科学技術研究所) 

・群馬県烏川中流域の巨大地すべり地形 中里裕臣(農業・食品産業技術総合研究機構) 

・箱根神山の水蒸気爆発と岩屑流      中村三郎(防衛大学校名誉教授) 

・総合討論(コーディネータ：櫻井正明) 

・概要集発行 

 

(3)意見交換会 

平成 30 年 5 月 7 日(月)17:15～19:15 

東京大学農学部レストランアブルボア（東京都） 

参加者：62 名 

 

(4)現地検討会 

① 第 1 回現地検討会－人口集中地区(DID)における地すべり対策事業－ 

平成 30 年 9 月 4 日(火)9:15～15:30 

神奈川県三浦郡葉山町大沢及び堀内 

協力：神奈川県横須賀土木事務所 

参加人数：20 名 

② 第 2 回現地検討会－土石流対策の契機となった山梨県足和田災害－ 

平成 30 年 10 月 10 日(水)10:40～16:30 

山梨県南都留郡富士河口湖町 

協力：山梨県県土整備部砂防課 

参加人数：15 名 
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(5) 斜面協会との共催事業 

群馬県少林山地すべり合同見学会 

平成 30 年 11 月 9 日(金)12:30～16:30 

群馬県高崎市鼻高町  

主催：（公社）日本地すべり学会 関東支部、（一社）斜面防災対策技術協会 関東支部 

協力：群馬県県土整備部砂防課、高崎土木事務所 

参加者：57 名 

 

(6)技術講習会 

①基礎技術現地見学会・講習会－地すべり技術基礎講座 地すべり地形の見方を学ぶ講

習会－ 

平成 30 年 11 月 16 日(金)9:45～17:00 

山梨県西八代郡市川三郷町 神有、湯ノ岡、台地区 

・座学：「地すべり地形の見方」上野将司(関東支部技術委員) 

・現地見学：各地区の現地踏査と南部フォッサマグナの地形見学 

協力：山梨県峡南建設事務所 

参加者：28 名(会員 10 名、非会員 18 名) 

 

(7) 運営委員会・幹事会 

① 運営委員会 

・第 1 回 平成 30 年 4 月 19 日 ダイヤコンサルタント会議室（東京都）出席者 15 名 

・第 2 回 平成 30 年 12 月 7 日 三番町 UF ビル 1F セミナー室（東京都）出席者 13 名 

② 幹事会 

・第 1 回 平成 30 年 4 月 19 日  ダイヤコンサルタント会議室（東京都）出席者 16 名 

・第 2 回 平成 30 年 5 月 21 日  ダイヤコンサルタント会議室（東京都）出席者 12 名 

・第 3 回 平成 30 年 6 月 21 日  日本工営会議室（東京都）出席者 16 名 

・第 4 回 平成 30 年 8 月 31 日  ダイヤコンサルタント会議室（東京都）出席者 16 名 

・第 5 回 平成 30 年 12 月 7 日 三番町 UF ビル 1F セミナー室（東京都）出席者 13 名 

・第 6 回 平成 31 年 3 月 22 日 日本工営会議室（東京都）出席者 13 名 

 

 (8) 広報活動等 

・関東支部 Web ページ更新 

 

(9) 令和 2 年度研究発表会の準備 

 ・開催日及び会場の仮予約 
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2．平成 30 年度決算 

表２ 平成 30 年度決算(平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日) 

予算 決算
シンポジウム 180,000 290,000
意見交換会 200,000 325,000
現地検討会 80,000 70,000

0 16
0 0

460,000 685,016
0 0

(100,000) (100,000)
460,000 685,016

シンポジウム 267,000 274,391
意見交換会 200,000 308,000
現地検討会 160,000 192,352
共催事業 70,000 44,839
若手対策 90,000 159,019
協賛金 0 0

63,000 88,058
850,000 1,066,659
850,000 1,066,659

-390,000 ▲ 381,643

収益

当期収益

事業収益

受取利息
預り金
小計

資金移動(本部→支部）

計
予備費

当期収支差

費用
当期費用

事業費

管理費
小計

計

 

区分 収益 費用 収支差
シンポジウム 290,000 274,391 15,609
意見交換会 325,000 308,000 17,000
現地検討会（2回） 70,000 192,352 ▲ 122,352
共催事業 0 44,839 ▲ 44,839
若手対策 0 159,019 ▲ 159,019
災害調査 0 0 0
管理費 16 88,058 ▲ 88,042

計 685,016 1,066,659 ▲ 381,643

事業収支再掲

 
 

３．監査報告 

 平成 30 年度の支部事業及び会計について、支部監事により監査を行った。 
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予算 決算 備考
【収益】

大科目 中科目 小科目 細目
460,000 685,016 225,016

事業収益 460,000 685,000 225,000
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ収益 380,000 615,000 235,000

参加費 180,000 290,000 110,000 145名×2000円

意見交換会費 200,000 325,000 125,000 65名×5000円

現地検討会収益 80,000 70,000 -10,000
参加費 80,000 70,000 -10,000 35名×2000円

受取利息 16 16

本部仮払金（下記に内訳を記載）

当期収益合計（A１=支部収益+本部仮払金) 460,000 685,016 225,016
内）収益合計中の未収入金（A2)

【費用】

大科目 中科目 小科目 細目
850,000 1,066,659 227,642
787,000 978,601 191,601

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ会費 467,000 582,391 115,391
印刷製本費 100,000 129,492 29,492 概要集印刷費

会場費（会場使用料） 86,000 77,000 -9,000 東京大学武田先端知ホール

会議費（意見交換会含む） 200,000 308,000 108,000 東京大学レストランアブルボア

諸謝金 80,000 58,800 -21,200
通信運搬費 3,267 3,267
支払手数料 1,000 5,832 4,832

現地検討会費 160,000 192,352 32,352
印刷製本費 20,000 -20,000
会場費（会場使用料） 5,000 5,000
諸謝金 20,000 -20,000
借料（バス・レンタカー代） 100,000 126,037 26,037
通信運搬費 8,000 20,510 12,510
支払手数料 2,000 2,520 520
消耗品 20,735 20,735
支払保険料 12,300 12,300
外注費 10,000 -10,000
雑費 5,250 5,250

技術講習会費 90,000 159,019 69,019
印刷製本費 40,000 -40,000
会場費（会場使用料） 20,000 -20,000
諸謝金 30,000 17,500 -12,500
借料（バス・レンタカー代） 118,800 118,800
通信運搬費 8,851 8,851
支払手数料 2,808 2,808
消耗品 2,960 2,960
雑費 8,100 8,100

※その他の事業活動（上記の３つ以外） 70,000 44,839 -25,161
借料（バス・レンタカー代） 50,000 28,031 -21,969
情報システム費(HPﾞ関係など） 20,000 -20,000
支払手数料 792 792
支払保険料 16,016 16,016

管理費 63,000 88,058 25,058
会場費 0 16,200 16,200
印刷製本費 10,000 -10,000
通信運搬費 33,000 50,100 17,100
消耗品 事務用品費 15,000 19,664 4,664
支払手数料 2,000 1,584 -416
雑費 3,000 510 -2,490

850,000 1,066,659 227,642
内）未払い金（B2)

-390,000 -381,643 8,357
1,584,895 1,584,895 0

前期未払金（E) 10,983 10,983
1,194,895 1,192,269 -2,626

前期繰越額（Ｄ)

当期費用合計（B１)

支部費用
事業費

勘定科目

勘定科目

支部収益
 

  

別表 1
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第２号議案  関東支部運営内規の改訂に関する件 

 
 学会の文書細則の改訂（平成 30 年 11 月 22 日理事会承認）に伴い、事務処理の効率か

のために、文書管理に関する条文を改訂することを提案する。 

１．文書細則の改訂に合わせて、支部についても公的文書に文書番号を付すことをとりや

める。 

２．運営内規第 19 条は、文書細則の第２条と整合性をとり、公的文書の定義を記載す

る。 

 

表 3 関東支部運営内規の新旧対照表 

旧 新 

(文書番号) 

第 19 条 支部の運営上発信が必要な文書

で、支部の公印を押捺した文書は、文書番

号を付すものとする。 

(公的文書) 

第 19 条 公的文書とは、支部の運営上発

信が必要な文書で、かつ支部の代表印を押

捺した文書をいう。 

(文書の保管) 

第 20 条 文書番号を付した文書は、発信

した文書の控えを幹事長が保管する。 

２．文書番号を付した文書の保管期間は、

原則として発信後 2 年間とするが、必要な

場合は保管期間を延長することができる。 

(文書の保管) 

第 20 条 公的文書は、発信した文書の控

えを幹事長が保管する。 

２．公的文書の保管期間は、原則として発

信後 2 年間とするが、必要な場合は保管期

間を延長することができる。 

付 則 

（略） 

付 則 

（略） 

５．本運営内規の変更（第 20 条、第 19

条、第 20 条）は、令和元年 5 月 10 日か

ら施行する。 
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報告１ 運営委員・幹事の退任・選任 
 

支部長が委嘱する運営委員・幹事に関する退任・選任は、次のとおりである。 

 
１．幹事の退任 

 平成 31 年 3 月 31 日付で退任した運営委員・幹事は次表のとおりである。 

 

表 4 退任した運営委員・幹事 

区分 氏名 所属 備考 

幹事 
大久保憲治 山梨県 県土整備部 砂防課 本人の届出による（H28/4-31/3） 

沓澤武 日本基礎技術株式会社 首都圏支店 本人の届出による（H30/6-31/3） 

 

２．運営委員・幹事の選任 

平成 31 年 4 月 1 日付で新たに選任した幹事は次表のとおりである。 

 

表 5 選任した幹事 

区分 氏名 所属 備考 

幹事 馬場雄玄 山梨県 県土整備部 砂防課 H31/4 より 

 
 
  

8



 

区分 氏名 所属 備考 役割分担

支部長 櫻井正明 株式会社山地防災研究所 理事・副会長

副支部長 若井明彦 国立大学法人　群馬大学大学院　理工学府 理事・国際部長

道畑亮一 一般財団法人　砂防・地すべり技術センター 斜面保全部

小山兼広 群馬県 環境森林部森林保全課

落合博貴 一般社団法人日本森林技術協会

天野一男 日本大学文理学部地球科学研究所上席研究員・茨城大学名誉教授

後藤　聡 国立大学法人　山梨大学 大学院 医学工学総合研究部 理事

執印康裕 国立大学法人　宇都宮大学 学術院

蔡　飛 国立大学法人　群馬大学 大学院 工学研究科

佐藤　剛 帝京平成大学　大学院　環境情報学研究科

白木克繁 国立大学法人　東京農工大学　農学部森林環境学講座 監事

井上敬資 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 農村工学研究部門

浅野志穂 国立研究開発法人　森林研究・整備機構　森林総合研究所　森林研究部門 理事・事業計画部長

久保　徹 神奈川県 県土整備局　河川下水道部　砂防海岸課

越智英人 山梨県 県土整備部 砂防課

山崎　勉 国土防災技術株式会社　技術本部

丸　晴弘 日本工営株式会社

木村勝美 株式会社ダイヤコンサルタント　防災・保全事業部 幹事兼務

滝口　潤 明治コンサルタント株式会社　東京支店防災課 幹事兼務

林　一成 奥山ボーリング株式会社 幹事兼務

技術委員 上野将司

幹事長 小林　豊 日本サーベイ株式会社 総括

小野田敏 アジア航測株式会社　コンサルタント事業部 会計

平木慎一 株式会社日さく　東日本支社　調査部 総務１

竹下　航 国立研究開発法人 土木研究所 企画２

正田大輔 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 農村工学研究部門 企画２

鈴木拓郎 国立研究開発法人　森林研究・整備機構　森林総合研究所　森林研究部門 総務１

土志田正二 消防庁消防研究センター 広報

束田　健靖 群馬県 環境森林部 森林保全課 広報

井川　崇 神奈川県 県土整備局　河川下水道部　砂防海岸課 広報

馬場雄玄 山梨県 県土整備部 砂防課 新任 広報

木村勝美 株式会社ダイヤコンサルタント　防災・保全事業部 総務２

滝口　潤 明治コンサルタント株式会社　東京支店防災課 企画１

林　一成 奥山ボーリング株式会社 企画１

齊藤雅志 国土防災技術株式会社　技術本部技術部 企画１

岩間倫秀 日本工営株式会社　国土保全事業部　防災部 総務２

田中昭雄 株式会社環境地質 企画１

樽角　晃 応用地質株式会社 企画１

出納事務担当者 小野田敏 アジア航測株式会社　コンサルタント事業部 会計担当幹事

支部情報・事務責
任者

小林　豊 日本サーベイ株式会社 幹事長

監事

運営委員

副幹事長

幹事

別表２ 第 4 期(平成 30 年度・令和元年度)関東支部役員  
平成 31 年 4 月 1 日現在 
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幹事会役割分担 

区分 内容

総括 全体調整・渉外

会計 会計処理、監査対応、通帳の保管・出納処理

総務１ 総会等運営

総務２ 幹事会・運営委員会運営

企画１ 現地検討会、講習会の企画・運営

企画２ シンポジウムの企画・運営

広報 広報活動・関係機関調整

支部Web管理

共済事業

研究発表会（全国大会）

林・斉藤・樽角・田中・滝口・沓澤

担当者

特任事項 木村

（当面は支部長担当）

小林（幹事長）

小野田（副幹事長）

平木（副幹事長）・鈴木

木村・岩間

竹下・正田

土志田・束田・井川・馬場

林
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報告２ 令和２年度研究発表会に関する報告 

 
 令和 2 年度第 59 回研究発表会及び現地見学会を下記のとおり開催する（平成 31 年 3 月

22 日第 5 回理事会にて報告済み）。 

 令和 2 年（2020 年）は、東京オリンピックが開催されるために、開催日を９月にずら

すとともに、①期日の変更を周知する必要があること、②関東支部開催の大会は参加者が

少なくなる傾向にあることから、本年度の熊本県大会から宣伝活動を実施する予定であ

る。 

 

令和 2 年度第 59 回公益社団法人日本地すべり学会研究発表会及び現地見学会 

（山梨県大会と称する） 

主催：公益社団法人日本地すべり学会（担当：関東支部） 

期日：令和２年（2020 年）9 月 16 日（水）～18 日（金） 

場所：山梨県甲府市 

  

（１）研究発表会 

期日：令和 2 年（2020 年）9 月 16 日（水）～17 日（木） 

場所：山梨県立県民文化ホール（コラニ―文化ホール）小ホール・大ホール・会議室 

400-0033 山梨県甲府市寿町２６－１  TEL 055-228-9131（代表） 

JP 中央線甲府駅南口より徒歩 20 分、バス・タクシー 5 分、有料駐車場有 

https://www.yamanashi-kbh.jp/ 

 

（２）意見交換会 

期日：令和 2 年（2020 年）9 月 16 日（水） 

場所：ベルクラシック甲府 グレース（３階） 

   400-0031 山梨県甲府市丸の内 1-1-17 TEL 055-254-1000 

   JR 中央線甲府駅北口より徒歩 3 分、無料駐車場有 

   https://bellclassic-kofu.com/ 

 

（３）現地見学会 

期日：令和 2 年（2020 年）9 月 18 日（金） 

場所：山梨県内３コース 

 

（４）県民講演会 

神奈川県大会・茨城県大会と同様に、県民向けイベントとして開催する予定である。 
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報告３ 令和元年度事業計画・予算に関する報告 
 

１．令和元年度事業計画 
(1)支部総会：令和元年（2019 年）5月 10 日 

（東京大学工学部武田先端知ビル 武田先端知ホール） 

(2)シンポジウム：令和元年（2019 年）5月 10 日 

（東京大学工学部武田先端知ビル 武田先端知ホール） 

・テーマ：最近発生した地すべり災害の実態と対策 

・意見交換会（東京大学アブルボア） 

(3)現地検討会 

・令和元年（2019 年）7～10 月 2 回程度 

(4)技術講習会ほか 

・令和元年（2019 年）7～10 月 若手向け基礎技術講習会 1 回程度 

(5)共催行事 

・令和元年（2019 年）10～12 月 (一社)斜面防災対策技術協会関東支部との共催 

(6)運営委員会・幹事会等 

①運営委員会 

第 1 回令和元年（2019 年）4 月  第 2 回令和元年（2019 年）12月 

②幹事会 

第 1 回 令和元年（2019 年）4月、第 2回 令和元 6 月、第 3 回 令和元年 9 月 

第 4 回 令和元年 12 月、第 5 回 令和元年 3月 

③斜面防災対策協会関東支部との定例会 

令和元年（2019 年）1 月 

(7)災害調査 

  ・災害発生状況に応じて適宜実施 

(8)令和２年度山梨県大会準備活動 

  ・実行委員会の立ち上げ 

  ・令和元年度熊本県大会での引継ぎ 
 

 
２．令和元年度予算案 
 令和元年度予算は次のとおりである（理事会承認）。 
 
表６ 令和元年度予算(平成 31 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日)  

シンポジウム 220,000
意見交換会 250,000 区分 収益 費用 収支差
現地検討会 80,000 シンポジウム 220,000 220,000 0

0 意見交換会 250000 250000 0
0 現地検討会 80,000 160,000 ▲ 80,000

550,000 共催事業 0 50,000 ▲ 50,000
(100,000) 若手対策 0 150,000 ▲ 150,000

0 ※災害調査 0 0 0

550,000 計 550,000 830,000 ▲ 280,000

シンポジウム 220,000
意見交換会 250,000
現地検討会 160,000
共催事業 50,000
若手対策 150,000

120,000
950,000
950,000

▲ 400,000

収益

当期収益

事業収益
事業収支再掲

受取利息
預り金
小計

資金移動(本部→支部）
計

予備費

当期収支差

費用
当期費用

事業費

管理費
小計

計
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【収益】

大科目 中科目 小科目 細目
550,000

事業収益 550,000
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ収益 470,000

参加費 220,000
意見交換会費 250,000

現地検討会収益 80,000
参加費 80,000
意見交換会費 0

技術講習会収益 0
参加費 0
意見交換会費 0

出版収益 0
会誌頒布 0
その他の出版 0

0
協賛金 0
寄付金 0

雑収益
受取利息
預り金

本部仮払金（下記に内訳を記載）

当期収益合計（A１=支部収益+本部仮払金) 550,000
内）収益合計中の未収入金（A2)

【費用】

大科目 中科目 小科目 細目
950,000
830,000

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ会費 470,000
印刷製本費 100,000
会場費（会場使用料） 86,000
会議費（意見交換会含む） 250,000
諸謝金 0
旅費交通費 33,000
支払手数料 1,000

現地検討会費 160,000
印刷製本費 20,000
借料（バス・レンタカー代） 120,000
通信運搬費 8,000
支払保険料 10,000
支払手数料 2,000

技術講習会費 150,000
印刷製本費 30,000
会場費（会場使用料） 20,000
諸謝金 30,000
借料（バス・レンタカー代） 60,000
支払手数料 10,000

※その他の事業活動（上記の３つ以外） 50,000
借料（バス・レンタカー代） 35,000
支払保険料 15,000

管理費 120,000
会場費 30,000
印刷製本費 17,000
通信運搬費 33,000
消耗品 事務用品費 15,000
情報システム費 OA、サーバ管理費 20,000
支払手数料 2,000
雑費 3,000

950,000
内）未払い金（B2)

当期収支差額(Ｃ＝Ａ１－Ｂ１） -400,000
未払い金 0
前払い金 0
前受金 0

1,192,269
792,269

当期費用合計（B１)

前期繰越額（Ｄ)
次期繰越額（Ｄ+Ｃ）

勘定科目

支部収益

協賛・寄付

勘定科目

支部費用
事業費

別表 3 令和元年度予算(平成 31 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日) 
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公益社団法人日本地すべり学会 関東支部運営内規 
 

第１章 総則 
（目的） 
第 1 条 この内規は、公益社団法人日本地

すべり学会関東支部の運営を円滑に進める

ことを目的として定める。 
２．関東支部の運営は、公益社団法人日本

地すべり学会定款、公益社団法人日本地す

べり学会規則(以下「学会規則」という)、
支部運営細則、土砂災害緊急調査細則、研

究発表会実施細則及びこの運営内規に基づ

いて実施する。 
 
第 2 章 支部役員 
（支部役員） 
第 2 条 関東支部に、学会規則の定める支

部長、副支部長、支部監事のほか、運営委

員、幹事長、副幹事長、幹事を置く（以下

「役員」という）。 
２．役員の定員は下記のとおりとする。 
   支部長   1 名 
   副支部長  1～2 名 
   支部監事  2 名 
      運営委員   5～20 名 
      幹事長     １名 
      副幹事長   1～2 名 
      幹 事     5～20 名 
３．副支部長を 2 名置く場合は、代行順位

を付けるものとする。第１順位の副支部長

は、支部長に事故あるときにその職務を代

行する。 
（職務・報酬） 
第 3 条 運営委員は、支部の運営を協議す

る。 
２．幹事は支部の運営に関する実務を行

い、幹事長はこれを総括する。副幹事長は

幹事長を補佐する。 
３.役員は、無給とする。 
（選任） 
第 4 条 支部長、副支部長、支部監事は、

運営委員会が支部に所属する正会員のうち

から推薦し、支部総会において選任する。 
２．運営委員は、支部に所属する正会員の

うちから支部長が委嘱する。 
３．幹事長、副幹事長、幹事は、原則とし

て、支部に所属する正会員のうちから支部

長が委嘱する。 
（任期） 
第 5 条  役員の任期は、２年とする。ただ

し、再任は妨げない。 
２．支部長、副支部長、監事の任期の始期

は、総会において選任された時とし、次期

役員が総会において選任された時までとす

る。 
３．運営委員、幹事長、副幹事長、幹事の

任期の始期は、支部長が委嘱した時とし、

次期役員が委嘱される時までとする。 
４．役員が欠員となったときには、役員を

選任することができるが、任期の終期は、

欠けた役員の任期の終期と同じとする。 
（解任） 
第 6 条 役員が、次のいずれかに該当する

に至ったときには、総会の決議によって解

任することができる。 
（１）心身の故障のため、職務の執行に支

障があり、又はこれに堪えられないとき。 
（２）職務上の義務に違反し、又は職務を

怠ったとき 
 
第３章 支部総会 
（構成・議長） 
第 7 条 支部総会は、支部に所属する正会

員をもって構成する。 
２．支部総会の議長は、支部総会におい

て、支部に所属する正会員(役員を除く)の
中から選出する。 
（決議事項） 
第 8 条 支部総会は、支部に関する次の事

項を決議する。 
（１）運営内規の変更、廃止 
（２）事業報告及び決算 
（３）会計および業務執行に関する支部監

事の報告 
（４）支部長、副支部長、支部監事の選任

又は解任 
（５）幹事長、副幹事長、運営委員、幹事

の解任 
（６）その他、支部総会で審議することが

決議された事項 
（定足数・議決） 
第 9 条 総会は、支部に所属する正会員の

1/5 以上の出席がなければ開催することが

できない。 
２．総会の議事は、出席した正会員の過半

数を持って決し、可否同数の時は、議長の

決するところによる。 
３．総会に出席できない正会員が、書面を

もってあらかじめ意思を表示した場合は、

総会の定足数及び議決数に算入する。 
４．支部総会の議事については、議事録を

作成しなければならない。 
５．支部長は、支部監事から、その事由を

付した文書により支部総会の開催を請求さ
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れた場合は、速やかに支部総会の招集をお

こなわなければならない。 
 
第４章 運営委員会 
（構成・招集・議長） 
第 10 条 運営委員会は、支部長、副支部

長、支部監事、運営委員のほか、幹事長、

副幹事長をもって構成する。 
２．運営委員会の会議は、支部長が招集す

る。また、会議の議長は、支部長または副

支部長がこれにあたる。 
（決議事項） 
第 11 条 運営委員会は、支部に関する次

の事項を決議する。 
（１）支部総会に付議するべき事項 
（２）支部総会の決議事項の執行に関する

事項 
（３）事業計画及び予算 
（４）支部長、副支部長、支部監事の推薦 
（５）その他運営に関する事項 
（議決） 
第 12 条 運営委員会の議事は、決議につ

いて特別の利害関係を有する者を除く出席

した運営委員会の構成員の過半数をもって

決する。 
２．運営委員会の議事については、議事録

を作成しなければならない。 
３．運営委員会は、支部運営細則第６条第

３項および第４項に規定する会議を兼ねる

ものとする。 
 
第５章 幹事会 
（構成） 
第 13 条 幹事会は、幹事長、副幹事長、

幹事をもって構成する。 
２．支部運営を円滑に行うため、幹事長の

下に総務、会計、広報、企画の担当を置

く。 
（役割） 
第 14 条 幹事会は、支部長の指揮を受け

て、次の事項を実施する。 
（１）総会、運営委員会の決議事項に関す

る事項 
（２）支部長の指示した事項 
（３）その他運営に関する事項 
（会議） 
第 15 条 会議は、幹事長が招集し、必要

に応じて、支部長または副支部長の参加を

求めることができる。また、支部監事は、

必要に応じて、会議を傍聴することができ

る。 
２．会議の議長は、幹事長または副幹事長

がこれにあたる。 
３．幹事長は、会議の内容について、支部

長に報告しなければならない。 
（事務局） 
第 16 条 幹事会の事務を効率的に処理す

るために、事務局を設置することができ

る。 
２．事務局の設置及び運営に関する事項に

ついては、支部長が定める。 
 
第６章 災害調査 
（職務） 
第 17 条 支部長は、支部区域で発生した

災害に対して、調査チームを組織して、情

報収集及び現地調査を行うことができる。 
２．支部長は、土砂災害緊急調査細則に定

める土砂災害緊急対応委員会から要請があ

った場合は、調査団員の派遣等を行うもの

とする。 
 
第７章 研究発表会実行委員会 
（設置） 
第 18 条 支部長は、研究発表会実施細則

第４条に定められた研究発表会開催の要請

をうけ、実施を委任された場合は、研究発

表会実行委員会を設置する。 
２．研究発表会実行委員会の設置のための

準備、設置されるまでの間の対応は、幹事

会が行うものとする。 
 
第８章 文書管理 
(文書番号) 
第 19 条 支部の運営上発信が必要な文書

で、支部の公印を押捺した文書は、文書番

号を付すものとする。 
(文書の保管) 
第 20 条 文書番号を付した文書は、発信

した文書の控えを幹事長が保管する。 
２．文書番号を付した文書の保管期間は、

原則として発信後 2 年間とするが、必要な

場合は保管期間を延長することができる。

(名簿等の管理) 
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第 21 条 支部会員名簿は、必要に応じ

て、幹事長が本部より提供を受けて、管理

する。 
２．支部会員名簿等の取り扱いにあたって

は、データの漏えいの防止等のために、必

要な処置を講じなければならない。 
第９章 会計処理 
（金銭の出納） 
第 22 条 支部における金銭の出納、収納

および保管は、会計担当の幹事が行うもの

とする。 
２．支部が管理する預金の出納に使用する

印鑑は、支部長の職名を刻した印とし、会

計担当の幹事が保管し押印する。 
３．支部運営細則第８条に規定する支部の

出納事務担当者には、会計担当の幹事をあ

てる。 
（監査） 
第 23 条 支部監事は、決算時および必要

と認められる場合は、支部の会計について

監査を行い、文書により支部総会に報告し

なければならない。 
（会計書類の管理） 
第 24 条 会計書類は、直近 2 年分を会計

担当の幹事が保管する。また、それ以前の

分は、本部に保管を依頼する。 
２ 会計書類の取り扱いにあたっては、滅

失、き損の防止等のために、必要な処置を

講じなければならない。 
第１０章 技術委員・研究会 
（技術委員） 
第 25 条 支部長は、技術者教育、啓発活

動を行うために、原則として、支部に所属

する正会員のうちから、技術委員を委嘱す

ることができる。 
２．技術委員の任期は、第５条に定める役

員の任期と同等とする。 
（研究会） 
第 26 条 支部長は、特定のテーマの調査

研究活動を行うために、研究会を設置する

ことができる。 
 
付 則 
１．本運営内規は、平成 24 年 10 月１日か

ら施行する。 
２．本運営内規の変更（第 4 条、第 17

条）は、平成 28 年 5 月 12 日から施

行する。 

３．本運営内規の変更（第 22 条、第 25
条、第 26 条）は、平成 29 年 5 月 12
日から施行する。 

４．本運営内規の変更（第 20 条、第 21
条、第 24 条）は、平成 30 年 5 月 7
日から施行する。 
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支部会員の皆さまへのお知らせ 
  

関東支部からの行事等の連絡は、主として、①学会メーリングリスト、②関東支部

Weｂページを通じて行います。 

 学会メーリングリストにぜひ登録してください。 

 

●学会メール配信サービス 

 学会メーリングリスト（jisuberi）への登録等は、学会 Web ページを参照してくだ

さい。 

学会 Weｂページ→会員→自由参加のメーリングリスト： 

https://japan.landslide-soc.org/join_index/mailinglist_index.html 

 

●関東支部 Weｂページ 

 学会 Web ページから、「関東支部」をクリックしても入ることができます。 

https://japan.landslide-soc.org/kanto.html 

 



会場案内図 

■総会及びシンポジウム：武田先端知ビル５階・武田先端知ホール 

東京都文京区弥生 2－11－16 東京大学工学部内(浅野キャンパス) 武田先端知ビル（TEL 03-5841-1163） 

■意見交換会：東京大学農学部・レストランアブルボア 

  東京都文京区弥生1-1-1 東京大学農学部内（弥生キャンパス）向ヶ岡ファカルテイハウス１階(TEL:03-5840-8901) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京大学本郷キャンパスマップより 

１）支部総会 

期日：令和元年5月10日（金） 11:00－12:00（受付開始 10:45） 

場所：東京大学工学部武田先端知ビル５階・武田先端知ホール（東京都） 

２）シンポジウム 

期日：令和元年5月10日（金）  12:45－16:45（受付開始 12:15） 

場所：東京大学工学部武田先端知ビル５階・武田先端知ホール（東京都） 

参加費：支部会員・一般2,000円（学生無料） 

３）意見交換会 

期日：令和元年5月10日（金）  17:15－19:15 

場所：東京大学農学部・レストランアブルボア（東京都） 

参加費：支部会員・一般5,000円 

 

令和元年5月10日 公益社団法人日本地すべり学会関東支部発行 

アブルボア 
入口 

入口 

東大前駅１番出口 

根津駅１番出口 


